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― Report ―

Abstract	 Providing medicine to ever increasing foreign patients with appropriate instructions is becoming to be an 
issue for the Japanese pharmaceutical industry. This paper describes an ongoing effort to deal with this issue at 
AEON Pharmacy Tomigaoka in Nara prefecture. As a first step, we made English and Chinese versions of simplified 
explanation sheets for Pharmacist Intervention Required Medicines and Class-1 Over-the-counter drugs, a total of 47 
products, so that the pharmacists can provide medicines with required explanation to foreign patients without extra 
burden. Even though the sheets were used just once as of December 2019, we believe that our effort is worthwhile and 
has the potential to reach and benefit a large number of foreign patients in the future. 
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1．はじめに

在留外国人ならびに訪日外国人の増加に伴い，
大都市や観光地のみならず地方都市の医療機関に
おいても，日本語で意思疎通を図ることができな
い患者への対応が近年課題になりつつある．法務
省が発表した 2019 年 6 月末における在留外国人
数は 282 万 9, 416 人 i，また日本政府観光局が発表
した 2018 年における訪日外客数は 3119 万 1,857

人 ii と，共に過去最高を記録している．それに伴
い，日本の医療機関を受診する外国人患者数も増
加している．厚生労働省の調査によると，2015

年に外来で外国人患者を受け入れた経験のある医
療機関は，調査対象の 1,710 病院のうち，1,363

病院（79.7%）であった iii．同省の別のデータによ
ると，2015 年に外国人患者の受け入れがあった
1,378 病院のうち「日本語を話せないか，または
日本語を少し話せるものの十分なコミュニケー
ションがとれない患者の受け入れがあったか」と
の問いに 900 病院（65.3%）が「あり」と答えて
いる．

押味は，外国人患者やその家族が医療関係者と
十分にコミュニケーションがとれなかったため
に適切な治療を受けられなかった事例を紹介し，
医療通訳の必要性を説いている [1]．アメリカや
オーストラリアでは英語に不自由な患者に対する
援助が法律で定められており，様々な形で医療通
訳が提供されている．スミス等は，カリフォルニ
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ア州のサンフランシスコ総合病院にて導入されて
いるビデオ通訳について，通訳者の待機時間を大
幅に短縮できることや，対面通訳や電話通訳と組
み合わせることによって常時質の高い通訳を提供
できることなど，その有益性を報告している [2]．
これらの国々と比較すると，日本の医療通訳シス
テムは整備が進められてはいるものの，未だ十分
に機能していないのが現状である [2] [3][4]．川内
は，日本で医療通訳が十分に活用されない根本的
な原因として，国から公に医療通訳が認められる
制度がないことをあげており，そのため医療通訳
者の質や報酬が安定しておらず，また医療従事者
にその存在が認知されていない場合が多くあるな
どの問題を指摘している [3]．上述の厚生労働省
の調査でも，院内の医療通訳の配置状況につい
て，「配置している」と答えたのは 1,710 病院の
うち 255 病院（14.9%）のみであった．2019 年 9

月 5 日放送の「NHK ニュース おはよう日本」で
は，「外国人の叫び“ニッポンの医療が不安”」と
いう特集の中で，激しい腹痛に襲われた在留ミャ
ンマー人の患者が，英語が通じる病院に救急搬送
され，適切な治療を受けられるまでに 3 カ月を要
したという事例が紹介されるなど iv，今や医療機関
における外国人患者への対応は社会問題になりつ
つある．

薬局における対応については，栗原等が全国の
調剤薬局において外国人患者の対応経験のある薬
剤師 409 名を対象に調査を行っている [5]．その
結果，外国語対応可能なスタッフが「いる」と答
えたのは 86 名（21%）であり，外国人患者の対
応に不安を「感じている＋少し感じている」と答
えたのは 361 名（88%），外国人患者とのコミュ
ニケーションについては「最低限のことしか出来
ていない」と答えたのは 244 名（60%）と半数以
上であったことが報告されている．

国土交通省観光庁は，東京オリンピックが開催
される 2020 年には「訪日外国人旅行者を 4,000

万人に」という目標を掲げており v，今後も外国人
患者の増加が想定される中，全国の薬局において
も外国語対応を進めていく必要があることに疑い
の余地はないだろう．

奈良県生駒市にあるイオン薬局登美ヶ丘店にお
いても，近年薬剤師たちが英語を用いてコミュニ
ケーションをとる外国人患者が増えてきていると
いう実感を持っていた．また 2017 年 10 月には，
大型連休 vi のために訪日したと思われる中国人観
光客の来局がとりわけ多く，英語が全く通じな
かったことや漢字を駆使した筆談でも意思疎通が
難しかったという事例があった．スマートフォン
の翻訳機能を使用することもあるが，時間がかか
るわりには正確に理解してもらえたかについて不
安が残るという理由から普及は進んでいない．同
薬局では，このような状況を改善するはじめの一
歩として，販売時に薬剤師の説明が義務付けられ
ている要指導医薬品および第 1 類医薬品のうち，
取り扱いのある 47 品目（表 1・2 参照）に関し
て，英語と中国語の簡易翻訳シートを作成し，使
用している．この簡易翻訳シートは，多忙な薬剤
師が，日本語に不自由な外国人患者が来局した際
に，即座に書面による医薬品の説明が行えること
を目的にデザインした．

本稿では，次節で石川県薬剤師会ならびに神奈
川県薬剤師会が行っている外国人患者対応に関す
る取り組みや，製薬会社各社ホームページなどイ
ンターネットで得られる多言語による医薬品情報
について紹介する．そして，第 3 節でイオン薬局
登美ヶ丘店にて使用している上述の簡易翻訳シー
トの詳細について説明した後，第 4 節でシートを
試験的に取り入れた結果とその考察について述べ
る．さらに第 5 節では今後の展望として，多言語
対応をより充実したものにしていくために実施す
べき項目について触れる．

2．既に行われている取り組み

外国人患者の増加に伴い，様々な方法で安全に
医薬品を提供するための取り組みが進められてい
る．『調剤と情報』2019 年 3 月号で「たとえ日本
語しか話せなくても！まずは押さえたい薬局での
外国人対応のキホン」というタイトルで特集が組
まれていることからも，外国人患者への対応が大
きな課題となっていることが伺われる [6]．
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くすりの適正使用協議会が作成する「英語版く
すりのしおり®」ホームページ vii では，英語によ
る医薬品の説明を参照することができる．第 1 節
で述べた栗原等の調査では，「英語版くすりのし
おり®」を認知していたのは薬剤師 409 名中 187

名（46%）であり，392 名（96%）が服薬指導に
役立つと「思う＋少し思う」と回答している [3]．

石川県薬剤師会は，「外国語応対のためのツー
ル集」を開発し，ホームページ viii で公開している．
ここで公開されている各ツールは，英語・中国
語・韓国語・ポルトガル語の 4 ヶ国語から成って
おり，患者の使用言語の確認をした上で，症状の
確認，薬の説明など，来局目的に応じた対応がで
きるようになっている．各ツールにはイラストも
併記されている．

神奈川県薬剤師会ホームページ内の「外国籍
県民のための支援ツール」というページ ix には，
石川県薬剤師会の「外国語応対のためのツール
集」や，情報通信研究機構の先進的音声翻訳研究
開発推進センターが開発した無料音声翻訳アプ
リ『Voice Tra』の説明書 x，厚生労働省が公開して
いる「外国人向け多言語説明資料」xi など，外国人
患者の対応に役立つサイトへのリンクが分かりや
すく表示されている．また，同薬剤師会が作成し
た来局目的や服用方法確認のための「一般用医薬
品販売対応マニュアル」は，英語・韓国語・中国
語・タガログ語・ポルトガル語・スペイン語の
6 ヶ国語に対応している．さらに，「アクチビア
軟膏」「エスタックイブファイン錠」など 11 品目
の医薬品に関しても 6 ヶ国語に対応した服薬情報
提供文書を作成し，公開している．

各製薬会社においても多言語による添付文書の
公開が進んでいる．例えば第一三共ヘルスケアの
ホームページ xii では，45 品目については英語によ
る，そのうち 36 品目については英語だけでなく
中国語による添付文書も入手可能となっている．
大正製薬 xiii と武田コンシューマーヘルスケア xiv も
同様に，ホームページにて多くの自社製品の英
語・中国語による添付文書を公開している．ま
た，セルフメディケーション・データベースセン
ターのホームページ xv からも，多言語による医薬

品の情報を得ることができる．

3．簡易翻訳シート

イオン薬局登美ヶ丘店における簡易翻訳シート
の作成は，英語・中国語母語話者の家族や友人が
日本の医療機関でのコミュニケーションに不安を
感じている姿を目の当たりにしてきた語学教員で
ある第 1 著者が，外国人患者の増加とそれに伴う
問題を認識し始めていた薬剤師である第 3 著者に
声をかけ，「外国人患者への対応の向上」という
点から，何ができるかを模索しながら 2 人の間で
始めた取り組みである．まず「要指導医薬品およ
び第 1 類医薬品販売時に十分な説明ができない」

「来局の目的が理解できなくて困った」「男性客
に，購入しようとしている医薬品が女性専用であ
ることを伝えるのに苦労した」などイオン薬局登
美ヶ丘店の薬剤師たちが遭遇した外国人患者との
間に起こった問題を洗い出し，その中から対処可
能である「要指導医薬品および第 1 類医薬品の説
明」に焦点を絞った．つまり，外国人患者に対し

「薬剤師が要指導医薬品および第 1 類医薬品販売
時に十分な説明ができない」という事例が顕著で
あった訳では決してない．しかし医薬品の正確な
説明を提供することの重要性を考え，この点に関
して対策を講じる価値があると判断した．また同
薬局にて，外国人患者が購入する要指導医薬品お
よび第 1 類医薬品が，一般によく購入される商品
のみならず，多岐にわたっていたことから，イオ
ン薬局登美ヶ丘店で取り扱っている要指導医薬品
および第 1 類医薬品 47 品目（表 1・2 参照）全て
について簡易翻訳シートを作成することにした．

第 2 節で述べたように，多言語による添付文書
や医薬品の情報は，製薬会社ホームページなどで
入手可能になってきている．しかしそれらは情報
量が多く，そして薬剤師がその内容を理解できな
い場合も多いため，販売時に医薬品の説明を行う
という目的のために使用するのは困難であるとい
う声が聞かれた．これらの点を踏まえ，簡易翻訳
シートには，添付文書の中から，実際に薬剤師が
販売時に患者に伝える箇所のみを抜粋し，それら
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を英語・中国語にそれぞれ翻訳したものを記して
いる．記載内容を理解できないまま患者に情報を
提示することに対する薬剤師の不安を払拭するた
め，全ての文言に日本語訳を併記した．また薬剤
師の負担を軽減すると同時に，患者が重要事項を
瞬時に理解できるよう医薬品の説明はシート 1 枚
に収まるようにデザインした．多言語による添付
文書が公開されている第一三共ヘルスケア・大正
製薬・武田コンシューマーヘルスケアの商品につ
いては，許可を得た上で，既存訳を基盤にシート
を作成した．またその際，製薬会社ホームページ
にて英語および中国語による添付文書が入手可能
であることを明記している．例として，アクチビ
ア軟膏の英語版および中国語版簡易翻訳シートを
図 1 に示す．同様のものを，他 46 品目について，
英語・中国語版を作成した．なおシートに記載し
た英語・中国語は全てネイティブスピーカーの
チェックを受けている．

4.  試験的使用の結果と考察

簡易翻訳シートは 2018 年の春から作成を始め，
同年冬から試験的に使用を開始した．現在のとこ
ろ使用件数は，2018 年 12 月 12 日に英語母語話
者である患者がロキソニンプレミアムを購入した
際の 1 件のみである．対応した薬剤師がシートを
用い，スムーズに服薬指導できたことで，シート
の意義を確認できた．しかしそれ以降は，外国人
患者の来局は断続的ながら続いてはいるものの，
要指導医薬品および第 1 類医薬品の購入が目的の
来局が途絶えているという状況である．

イオン薬局登美ヶ丘店は住宅街にあり，観光客
が安定して訪れる地域ではない．事実，2017 年
10 月の大型連休あたりに多かった中国人患者の
来局が，2018 年および 2019 年の同時期にはほと
んど見られなかった．しかしながら第 1 節で述べ
た在留・訪日外国人数の推移を考えると，変動は
あるにせよ，今後も様々な目的での外国人患者の
来局は続いていくであろう．同薬局への来局時
期・目的等の予測が困難であるにしても，過去に
日本語で十分なコミュニケーションがとれない外

国人患者が多く来局して対応に困ったという事実
があるならば尚更，安全な医薬品の提供を可能に
するために対処可能な事項から準備をしていく必
要があると考えている．今後，日本語に不自由な
外国人患者が，要指導医薬品および第 1 類医薬品
の購入が目的で同薬局を訪れた際に，シートを有
効的に使用できることを期待している．

5．今後の展望

現時点では，簡易翻訳シートの使用はイオン薬
局登美ヶ店のみであるが，2020 年 3 月以降，登
美ヶ丘店に勤務する薬剤師が，他店に転勤となっ
た際に，転勤先の薬局でシートを使用できるよう
に準備を進めている．また，今後はシートの使用
を含め，薬剤師が日本語に不自由な外国人患者に
対応した際に，その感想や改善点を問うアンケー
トの実施を予定している．アンケートが集まり次
第，集計・分析をし，この取り組みをさらに充実
したものにしたい．また第 2 節で触れた既に利用
可能であるツールや多言語による医薬品の説明書
を，即戦力として接客時に使用できるよう情報を
共有し，使用方法を確認・練習することが重要に
なるだろう．
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	 http://www.kpa.or.jp/to_medical/301/ 
x	 情報通信研究機構 先進的音声翻訳研究開発推進センター『Voice Tra』説明書
	 http://voicetra.nict.go.jp/dl/voicetra_flyer_A4_ja.pdf 
xi	 厚生労働省「外国人向け多言語説明資料」
	 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000056789.html
xii	第一三共ヘルスケア http://www.daiichisankyo-hc.co.jp/
xiii	大正製薬 http://www.taisho.co.jp/ 
xiv	武田コンシューマーヘルスケア http://www.takeda-chc.co.jp/
xv	セルフメディケーション・データベースセンター http://jsm-db.info/

（全ての URL の最終アクセスは 2019 年 12 月10日である）

Vol.14（2020）	 171




